
申問　：問い合わせ　　：申し込み　　

　
県
で
は
、
地
域
の
消
費
を
喚
起

す
る
た
め
、
国
の
交
付
金
を
活
用

し
て
、
こ
と
し
４
月
か
ら
１２
月
に

出
産
を
迎
え
る
世
帯
を
対
象
に
、

県
内
の
店
舗
な
ど
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
っ

こ
応
援
券
」
を
発
行
し
ま
す
。
本

事
業
に
賛
同
し
、
応
援
券
を
取
り

扱
う
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

制
度
の
概
要

□
事
業
名
　
清
流
の
国
ぎ
ふ
っ
こ

応
援
券

□
配
布
対
象
　
本
年
４
月
１
日
～

１２
月
３１
日
に
生
ま
れ
た
子
と
共
に

県
内
で
生
活
す
る
保
護
者
で
、
申

請
に
よ
り
県
が
交
付
を
決
定
し
た

方□
配
布
額
　
▽
第
１
子
＝
５
万
円

（
１
０
０
０
円
券
×
５０
枚
）　
▽
第

２
子
＝
７
万
円
（
１
０
０
０
円
券

×
７０
枚
）　
▽
第
３
子
以
降
＝
１０

万
円
（
１
０
０
０
円
券
×
１
０
０

枚
）

□
使
用
期
間
　
６
月
下
旬
頃
～
平

成
２８
年
２
月
１５
日
㈪

取
扱
事
業
者
の
募
集

□
応
募
資
格
　
本
事
業
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
取
扱
店
舗
募
集
要
項
に

記
載
す
る
資
格
を
満
た
す
事
業
者

□
募
集
期
間
　
１１
月
３０
日
㈪
ま
で

□
応
募
方
法
　
県
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://w

w
w

.pref.g
ifu.lg.jp/

）
か
ら
応
募
用
紙
と

誓
約
書
を
入
手
し
記
載
の
上
、
郵

送
す
る

※
登
録
が
完
了
し
た
店
舗
へ
は
、

６
月
中
旬
以
降
順
次
「
取
扱
店
舗

登
録
証
」「
店
頭
表
示
ツ
ー
ル
」「
取

扱
店
舗
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
を
送

付
し
ま
す

　
　
　
　
〒
５
０
０
―
８
５
７
０

岐
阜
市
薮
田
南
２
―
１
―
１
岐
阜

県
女
性
の
活
躍
推
進
課
両
立
支
援

係
志
０
５
８
―
２
７
２
―
１
１
１

１
（
内
線
２
６
８
７
）

　　
市
茶
道
連
盟
の
協
力
で
、
抹

茶
の
無
料
体
験
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
日
は
入
館
料
が
無
料

で
す
。
家
族
や
友
達
を
誘
っ
て
、

ぜ
ひ
来
館
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
５
月
１６
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
無
く
な
り
次
第
終

　
４
月
１２
日
に
執
行
し
た
県
議
会

議
員
選
挙
恵
那
市
選
挙
区
は
、
定

数
１
人
に
対
し
て
、
立
候
補
者
が

１
人
と
な
り
、
定
数
を
超
え
な

か
っ
た
の
で
、
無
投
票
で
水
野
正

敏
さ
ん
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
県
議
会
議
員
の
任
期

は
、
４
月
３０
日
か
ら
平
成
３１
年
４

月
２９
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線

３
５
１
）

　
市
で
は
、
消
防
団
活
動
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
市
民
の
目
線
で
消
防
団
の
活
動

を
見
て
も
ら
い
、
消
防
団
が
身
近

な
存
在
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
防
火
や
防
災

へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
え
る
よ

う
に
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
テ
ー
マ
　
消
防
団
の
年
間
行
事

や
災
害
活
動
、
地
域
行
事
へ
の
参

加
風
景
な
ど
（
消
防
職
員
の
活
動

風
景
は
対
象
外
）

□
写
真
　
四
つ
切
（
縦
２
５
４

㍉
、
横
３
０
５
㍉
）
か
ワ
イ
ド
四

つ
切
（
縦
２
５
４
㍉
、
横
３
６
５

㍉
）
で
現
像
し
た
も
の

□
申
し
込
み
方
法
　
消
防
本
部
や

各
消
防
署
、
振
興
事
務
所
、
市
内

の
写
真
店
に
備
え
付
け
の
応
募
票

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
作
品

の
裏
側
に
応
募
票
を
貼
っ
て
提
出

す
る

□
提
出
先
　
消
防
本
部
か
岩
村
消

防
署
、
明
智
消
防
署
、
上
矢
作
分

署□
締
め
切
り
　
平
成
２８
年
１
月
３１

日
㈰

□
結
果
発
表
　
平
成
２８
年
２
月
中

旬
ご
ろ
（
郵
送
で
案
内
し
ま
す
）

□
表
彰
式
　
平
成
２８
年
２
月
下
旬

□
賞
　
特
別
賞
（
市
長
賞
）、
特

選
（
３
点
）、
準
特
選
（
２
点
）、

入
選
・
佳
作
（
各
１０
点
）

※
応
募
は
一
人
何
点
で
も
構
い
ま

せ
ん
が
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
合
成
や
加
工
さ
れ
た
も
の

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。
応
募
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入
賞
作
品
の

著
作
権
は
市
に
帰
属
し
ま
す

　
　
明
智
消
防
署
志
５
５
―
０
１

１
９

　
地
元
の
農
業
女
性
グ
ル
ー
プ
が

講
師
を
務
め
る
恵
那
の
味
・
伝
承

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
地
元
で
採
れ
た
農
作
物
で
郷
土

料
理
を
作
り
、
農
家
で
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
味
と
そ
の

良
さ
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
座
で
作
る
品
目
以
外
に
、
手
作

り
の
ま
か
な
い
料
理
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

□
と
こ
ろ
　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那

総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
（
長
島
町
）

講座 Ａコース Ｂコース 内　容

第 １ 回  ６月１０日㈬  ６月１７日㈬ ほお葉ずし、かしわ餅
第 ２ 回  ７月８日㈬  ７月１５日㈬ 寒天料理、巻きずし
第 ３ 回  ８月５日㈬  ８月１９日㈬ 焼肉のタレ
第 ４ 回  ９月９日㈬  ９月１６日㈬ からすみ、梅ジャム
第 ５ 回 １０月１４日㈬ １０月２１日㈬ 栗きんとん、栗おこわ
第 ６ 回 １１月１１日㈬ １１月１８日㈬ ユズ釜、ユズジャム
第 ７ 回 １２月９日㈬ １２月１６日㈬ するめのこうじ漬け、芋餅、花餅
第 ８ 回  １月１３日㈬  １月２０日㈬ こんにゃく、桜餅
第 ９ 回  ２月１０日㈬  ２月１７日㈬ 五平餅
第１０回  ３月９日㈬  ３月１６日㈬ 豆腐、ピーナツ豆腐、おしょうみそ

　３月９日、不燃ごみを収集していたプレスパッ
カー車から火災が発生する事故が起きました。
　原因は、使い切っていないカセットボンベやス
プレー缶、ライターなどからガスが漏れ、摩擦に
よって車内で引火したものと思われます。
　収集作業員の身の危
険だけでなく、周辺を
巻き込んだ大きな事故
になる恐れがありま
す。また車両の修理に
大きな費用が掛かりま
す。
　ライターは使い切ってから、カセットボンベや
スプレー缶は使い切った後、穴を開けてから不燃
ごみに出してください。
　　エコセンター恵那志２６-４３８９

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
料
金
　
一
服
１
０
０
円
（
お
菓

子
付
き
）

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
３

３
５
）

　
本
年
度
に
狩
猟
免
許
試
験
の
受

験
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
関

係
法
令
と
知
識
や
技
能
を
習
得
す

る
た
め
の
予
備
講
習
を
行
い
ま

す
。

□
と
き
　
６
月
７
日
㈰
午
前
９
時

20
分
～
午
後
４
時

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館

３
階
（
岐
阜
市
藪
田
南
）

□
受
講
料
　
７
０
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
）

□
申
し
込
み
方
法
　
農
林
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
し
、
受

講
料
を
添
え
て
県
猟
友
会
に
直
接

申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
５
月
２９
日
㈮

　
　
農
林
課
（
内
線
３
７
１
）

　
　
　
　 

県
猟
友
会
志
０
５
８
―

２
７
２
―
８
３
９
８

□
受
け
付
け
開
始
　
５
月
１２
日
㈫

午
前
９
時

　
　
　
　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
総

合
管
理
セ
ン
タ
ー
志
２
５
―
８
０

０
８
（
火
曜
日
～
金
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

　
図
書
館
の
運
営
を
よ
り
良
く
し

て
い
く
た
め
、
図
書
館
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
図
書
館
協
議
会
は
、
図
書
館
の

運
営
に
関
し
て
館
長
の
諮
問
に
応

じ
、
意
見
を
述
べ
る
機
関
で
す
。

□
定
員
　
若
干
名

□
活
動
内
容
　
年
５
回
以
内
の
会

議
他

□
報
酬
　
３
０
０
０
円
／
回

□
応
募
方
法
　
任
意
の
様
式
に
❶

住
所
❷
氏
名
❸
生
年
月
日
❹
性
別

❺
電
話
番
号
❻
職
業
❼
応
募
の
動

機
―
を
明
記
し
て
、
持
参
す
る
か

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
す
る

□
締
め
切
り
　
５
月
１５
日
㈮

□
選
考
・
発
表
　
書
類
選
考
に
よ

り
行
い
、
結
果
は
本
人
に
連
絡
し

ま
す
。

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
０
５

長
島
町
中
野
２
―
２
―
５
市
中
央

図
書
館
志
２
５
―
５
１
２
０
、
思

２
５
―
７
０
３
６

□
時
間
　
午
前
９
時
半
～
午
後
１

時
（
Ａ
コ
ー
ス
、Ｂ
コ
ー
ス
と
も
）

□
定
員
　
各
コ
ー
ス
１５
人
（
参
加

人
数
が
少
な
い
場
合
は
、
コ
ー
ス

を
一
方
に
統
合
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

□
対
象
　
計
１０
回
の
講
座
に
参
加

で
き
る
方

□
料
金
　
▽
受
講
料
＝
５
０
０
０

円
／
年
　
▽
そ
の
他
＝
１
０
０
０

円
／
回
（
材
料
代
、
昼
食
代
）

狩
猟
免
許
試
験
の
予
備
講

習
会
を
開
催

募
集

図
書
館
協
議
会
の
委
員

消
防
団
活
動
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
作
品

恵
那
の
味
・
伝
承
講
座
の

受
講
生

問

申
・
問

問

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

無
料
体
験

市
選
出
の
県
議
会
議
員
が

決
ま
る

清
流
の
国
ぎ
ふ
っ
こ
応
援

券
の
取
扱
事
業
者

紹
介

案
内

問

申
・
問

問

申
・
問

不燃ごみの適切な処理に協力を

問

《東海道五拾三次之内》
「庄野　白雨」

数多くの東海道ものを手掛けた広重の代表作≪東海道
五拾三次之内≫（保永堂版）と、「狂歌入東海道」の
通称を持つ≪東海道五拾三次≫、二つの揃物（そろい
もの）をお楽しみください。

６月７日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料で
す。当日、受付係に「恵那市民です」と伝えてください )
　　中山道広重美術館志２０-０５２２

 春季特別企画展

後期５/１４㈭～６/１４㈰

「描かれた東海道　
歌われた五十三次の旅」

歌川広重

問

申
・
問

▲仲間と一緒に郷土料理を作る

▲収集車の消火を行う

水野正敏県議会議員
（山岡町）

9 82015.5.1 広報えな



申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
６
月
２
日
～
２３
日

（
毎
週
火
曜
日
）
午
前
９
時
半

～
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
３
０
０
円
程

度
が
必
要
）

【
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座
】

□
と
き
　
６
月
４
日
～
２５
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時 （
全
４
回
）　

□
内
容
　
エ
ク
セ
ル
を
使
い
、

基
本
的
な
操
作
か
ら
表
計
算
や

グ
ラ
フ
機
能
を
学
習
し
ま
す
。

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
９
０
０
円
程

度
が
必
要
）

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
受
付
期
間
　
５
月
１０
日
㈰
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま

で
。
初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

５
月
２５
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
者

の
受
講
の
可
否
は
５
月
２６
日
㈫

以
降
に
連
絡
し
ま
す
。

※
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分
か
ら
な
い

方
、
他
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
方
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　
基
礎
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ

教
室
「
ミ
ッ
キ
ー
ク
ラ
ブ
」
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
と
き
　
５
月
１２
日
～
２６
日

（
毎
週
火
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時 （
月
に
３
回
程
度
開
催
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
、
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
を

使
っ
て
の
チ
ラ
シ
や
カ
レ
ン

ダ
ー
の
作
成
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。

□
定
員
　
１８
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
２
０
０
０
円
／
月

　
　
　
　
可
知
井
志
２
５
―
４

７
５
８

　
視
覚
障
が
い
者
児
の
パ
ソ
コ

ン
ク
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｐ
Ｃ
）
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
た
い
方
や
、
す
で

に
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
い
る

が
、
も
う
少
し
研
究
し
た
い
方

は
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
見

学
も
で
き
ま
す
。
参
加
者
を
支

援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
５
月
２３
日
、
６
月
２７

日
（
毎
回
土
曜
日
）
午
前
９
時

半
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
対
象
　
視
覚
障
が
い
者
児
の

方
や
そ
の
家
族
、
友
人

□
定
員
　
１０
人
程
度

□
内
容
　
視
覚
障
が
い
者
向
け

の
各
種
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
パ

ソ
コ
ン
を
体
験
し
ま
す
。

□
料
金
　
無
料

※
両
日
と
も
正
午
か
ら
午
後
２

時
に
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

出
前
ラ
ン
チ
（
実
費
）
を
希
望

す
る
方
は
事
前
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い

　
　
　
　
大
上
俊
子
志
２
５
―

３
１
１
７

　
初
夏
の
原
生
林
を
歩
く
、
自

然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
珍
し
い
共
生

木
や
貴
重
な
根
上
が
り
木
を
巡

る
新
緑
の
原
生
林
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
と
、
い
に
し
え
の
松

並
木
と
樹
齢
２
千
年
の
弁
慶
杉

を
訪
ね
る
二
つ
の
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
新
緑
の
原
生
林
の
中

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
▽
ア
ラ
イ
ダ
シ
原
生

林
ツ
ア
ー
＝
５
月
１７
日
、
６
月

２１
日
、
７
月
１９
日
（
毎
回
日
曜

初
夏
の
原
生
林
ツ
ア
ー

の
参
加
者
を
募
集

パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ
ク
ラ

ブ
の
受
講
者
を
募
集

パ
ソ
コ
ン
の
６
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

▲巨木を間近に感じる

Ｂ
Ｐ
Ｃ
パ
ソ
コ
ン
教
室

＆
サ
ロ
ン
を
開
催

日
）　
▽
大
船
山
・
松
並
木
ツ

ア
ー
＝
７
月
５
日
㈰

□
定
員
　
各
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
２
５
０
０
円
（
入
山

料
、
保
険
料
、
ガ
イ
ド
料
を
含

む
）

※
昼
食
は
持
参
く
だ
さ
い

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
氏
名
❷

住
所
❸
連
絡
先
❹
参
加
希
望
日

―
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
連
絡
し
て
申
し
込
む

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
寿
の

里
自
然
倶
楽
部
志
４
７
―
３
１

５
１
、
思
４
７
―
２
０
０
２
、

糸fukujyu@
nposizen.

enat.jp

　
豊
年
を
祈
念
し
て
約
１
０
０

０
基
の
灯と

も
し

火び

で
棚
田
を
照
ら
す

「
田
の
神
様
灯
祭
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
幻
想
的
な
棚
田
を
味

わ
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
５
月
３０
日
㈯
午
後
５

時
（
雨
天
時
は
３１
日
㈰
）

□
と
こ
ろ
　
坂
折
棚
田
広
場

（
中
野
方
町
）

□
協
力
金
　
５
０
０
円
（
中
学

生
以
下
は
無
料
）

□
内
容
　
約
１
０
０
０
基
の
灯

火
、
豊
作
の
祈
念
、
太
鼓
演
奏
、

提
灯
行
列
（
当
日
に
参
加
者
募

集
）

□
そ
の
他
　
無
料
駐
車
場
か
ら

会
場
ま
で
往
復
す
る
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
坂
折
棚
田

保
存
会
志
２
３
―
２
０
３
２

　
植
物
の
植
え
方
や
管
理
方
法

を
学
ぶ
寄
せ
植
え
教
室
で
す
。

父
の
日
の
贈
り
物
を
、
一
緒
に

手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
５
月
３１
日
㈰
午
後
１

時
半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
持
ち
物
　
植
え
込
み
用
ス

コ
ッ
プ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
エ
プ

ロ
ン
、
作
品
を
持
ち
帰
る
箱

□
講
師
　
鷹
見
智
穂
子
さ
ん

（
寄
せ
植
え
華
道
正
師
範
）

□
料
金
　
３
５
０
０
円
（
材
料

費
）

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
名
前
❷

電
話
番
号
―
を
フ
ァ
ク
ス
で
伝

え
る

□
締
め
切
り
　
５
月
１５
日
㈮

　
　
細
江
思
２
５
―
３
９
４
９

　
　
細
江
志
０
９
０
―
５
６
２

９
―
７
８
５
６

田
の
神
様
灯
祭
り
を
開

催

問

問

申
・

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催
するイベントや各種募集などを市内に
周知するためのコーナーです。（営利
目的・宗教・政治に関する掲載はでき
ません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合
政策課広報広聴係（内線３２４）

寄
せ
植
え
教
室
の
受
講

生
を
募
集

問申

問

申
・

問

申
・

問

申
・

　　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
で
は
、
６

月
２２
日
㈪
か
ら
中
学
・
高
校
の
新

規
卒
業
者
の
求
人
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。
事
業
主
の
方
は
、
中

長
期
的
な
視
野
で
人
材
採
用
計
画

を
立
て
、
１
人
で
も
多
く
の
採
用

を
検
討
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
恵
那
公
共
職
業
安
定
所
志
２

６
―
１
３
４
１

　
自
動
車
税
は
、
教
育
や
福
祉
な

ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

の
大
切
な
財
源
で
す
。
６
月
１
日

㈪
の
納
期
限
ま
で
に
、
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
も
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
県
自
動
車
税
事
務
所
志
０
５

８
―
２
７
９
―
３
７
８
１

　
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
、
サ

ル
な
ど
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害

が
年
間
を
通
じ
て
増
え
て
お
り
、

各
地
域
か
ら
鳥
獣
捕
獲
な
ど
の
要

望
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
市
猟
友
会
の
協
力
に
よ
り
、
標

識
と
共
に
、
お
り
や
柵
な
ど
の
わ

な
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
大
変

危
険
で
す
の
で
近
づ
か
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
農
林
課
（
内
線
３
７
０
）

　
恵
那
保
健
所
で
は
、
無
料
、
匿

名
で
、
第
２
・
４
木
曜
日
の
午
前

中
に
エ
イ
ズ
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、
６
月
か
ら
１１

月
の
第
４
木
曜
日
の
み
夜
間
検
査

を
実
施
し
ま
す
。
希
望
の
方
は
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
６
月
～
１１
月
の
第
４
木

曜
日
午
後
５
時
～
６
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
保
健
所

　
　
　
　
恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
２

５
９
）

　
こ
と
し
１０
月
１
日
、
全
国
一

斉
に
実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査
の

調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
５
年
に
１
度
行

わ
れ
る
統
計
調
査
で
す
。
今
回

か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
が
導
入
さ
れ

る
予
定
で
す
（
従
来
の
紙
の
調

査
票
に
よ
る
回
答
も
可
能
）。

　
本
市
で
は
、
約
１
万
９
千
世

帯
、
約
５
万
２
千
人
が
調
査
の

対
象
で
す
。

□
募
集
人
員
　
１
５
０
人
程
度

□
任
命
期
間
　
８
月
下
旬
ご
ろ

～
１０
月
下
旬
ご
ろ
ま
で

□
仕
事
の
内
容
　
調
査
員
説
明

会
へ
の
出
席
。
担
当
調
査
区
の

確
認
、
調
査
票
の
配
布
と
オ
ン

ラ
イ
ン
回
答
の
依
頼
。
調
査
票

の
回
収
と
取
り
ま
と
め
提
出
な

ど
。
１
調
査
区
当
た
り
５０
～

１
０
０
世
帯
程
度
（
地
区
に
よ

り
若
干
異
な
り
ま
す
）。

□
応
募
資
格
　
次
の
要
件
を
全

て
満
た
す
方
。
❶
平
成
２７
年
１０

月
１
日
時
点
で
２０
歳
以
上
７０
歳

未
満
の
方
で
、
責
任
を
持
っ
て

調
査
を
遂
行
で
き
る
方
❷
警
察

や
選
挙
、
税
務
事
務
に
従
事
し

て
い
な
い
方
❸
暴
力
団
と
関
係

の
な
い
方

□
報
酬
　
総
務
省
の
算
定
基
準

に
よ
り
ま
す
（
平
成
２２
年
国
勢

調
査
の
実
績
は
、
調
査
区
が
５０

世
帯
で
約
３
万
５
千
円
）。

□
申
し
込
み
方
法
　
総
合
政
策

課
や
各
振
興
事
務
所
に
備
え
付

け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
総
合
政
策
課
か
各
振

興
事
務
所
へ
持
参
す
る
か
、
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募

用
紙
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.city

.ena.
lg.jp/

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
。

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９

２
（
住
所
不
要
）
総
合
政
策
課

（
内
線
３
２
６
）、
思
２
６
―

２
１
５
５
、
死toukei@

cit
y.ena.lg.jp

国
勢
調
査
の
調
査
員
を
募
集

案
内

６
月
２２
日
か
ら
中
・
高
卒

者
の
求
人
を
受
け
付
け

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６

月
１
日
㈪

鳥
獣
捕
獲
用
の
お
り
や
柵

に
注
意
を

問

問問

夜
間
エ
イ
ズ
検
査
を
実
施

申
・
問

申
・
問
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